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高
速
道
路
、
高
規
格
幹
線
道
路
に
よ
る
「
ス
ト
ロ
ー
現
象
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

い
わ
ゆ
る
「
ス
ト
ロ
ー
現
象
」
と
は
、
ど
う
い
う
現
象
だ
と
政
府
は
認
識
し
て
い
る
か
。

二

東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
開
通
に
よ
り
、
そ
の
千
葉
県
側
の
起
点
・
木
更
津
は
、
消
費
者
の
横
浜
や
川
崎
、
東
京
へ
の
流

出
等
に
よ
る
商
業
の
衰
退
（
駅
前
か
ら
の
デ
パ
ー
ト
、
ス
ー
パ
ー
等
の
撤
退
、
商
店
街
の
「
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
」
化
）
、
郊

外
の
工
業
団
地
用
地
や
宅
地
造
成
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
売
れ
残
り
、
地
価
の
大
幅
下
落
等
で
著
し
く
衰
退
し
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。

�

政
府
は
、
今
の
木
更
津
の
現
状
を
、
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。
言
わ
れ
て
い
る
と
お
り
の
実
態
を
認
め
る
か
。

�

こ
の
木
更
津
の
現
状
は
、
ど
の
よ
う
な
要
因
で
も
た
ら
さ
れ
た
と
政
府
は
考
え
る
か
。
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
に
よ
る

「
ス
ト
ロ
ー
現
象
」
が
、
そ
の
大
き
な
要
因
で
は
な
い
の
か
。
認
め
な
い
な
ら
、
そ
の
理
由
如
何
。

三

瀬
戸
大
橋
（
自
動
車
道
を
含
む
。
）
の
岡
山
県
側
の
起
点
・
倉
敷
市
児
島
地
区
も
、
同
様
の
理
由
で
、
当
初
の
期
待
に
大

き
く
反
し
、
著
し
く
衰
退
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
人
口
減
や
通
行
量
の
激
減
に
よ
る
駅
前
商
店
街
の
「
シ
ャ
ッ
タ
ー
通

り
」
化
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
売
れ
残
り
、
地
場
産
業
の
繊
維
業
の
衰
退
等
で
あ
る
。
一
方
の
起
点
・
香
川
県
坂
出
市
も

同
様
の
状
況
と
い
う
。

一



�

政
府
は
、
今
の
倉
敷
市
児
島
地
区
の
現
状
を
、
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。
言
わ
れ
て
い
る
と
お
り
の
実
態
を
認
め
る

か
。

�

こ
の
児
島
地
区
の
現
状
は
、
ど
の
よ
う
な
要
因
で
も
た
ら
さ
れ
た
と
政
府
は
考
え
る
か
。
瀬
戸
大
橋
に
よ
る
「
ス
ト

ロ
ー
現
象
」
が
、
そ
の
大
き
な
要
因
で
は
な
い
の
か
。
認
め
な
い
な
ら
、
そ
の
理
由
如
何
。

四

今
回
の
道
路
の
中
期
計
画
を
策
定
す
る
に
当
た
り
、
こ
の
よ
う
な
「
ス
ト
ロ
ー
現
象
」
あ
る
い
は
「
ス
ト
ロ
ー
効
果
」

を
、
ど
の
よ
う
に
道
路
の
費
用
対
効
果
分
析
（
Ｂ
／
Ｃ
分
析
）
上
、
考
慮
に
入
れ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
考
慮
し
て
い
な

い
の
か
。
い
な
い
の
な
ら
、
そ
の
理
由
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


